
 

 

 

平成の言霊 ～先人の志に学ぶ～ 

― 連載シリーズ 復刻版（電子版） ― 

 

 薬事日報は 2018 年に創刊 75 周年を迎えました。2019 年には「平成」から

「令和」へと年号も改まり、わが国も「人生 100 年時代」に向けた新たな門出の

時を迎えています。薬事日報も、「一世紀企業」に向けた新たな一歩を踏み出し

ております。 

 薬業界に目を転じると、近年の超高齢社会が進展するなかで、人口、なかでも

生産人口の減少が急激に進むという世界的にも希な状況を迎えています。かつ

ての経済成長の時代とは大きく異なる難しい経済運営のなかで、わが国独自の

国民皆保険制度の持続・継続は世界的に見ても大きな挑戦です。この厳しい医療

財政のなか医療費適正化、つまり「医療費の削減」が推し進められ、なかでも “く

すり”をターゲットにした施策が様々に展開されています。 

 医薬分業元年といわれる昭和 49（1974）年、院外処方箋発行率は僅かに 0.6％

であったが、いまでは 73％に達し、80％を超す地域も増えつつあります。当初

想定した“完全分業”は、見事に達成されたといえるでしょう。しかし、“数値目

標”に近づいた頃から、調剤を巡る様々

な不祥事や不正請求等の事件などが発

覚、次第に薬局・薬剤師への“バッシン

グ”の声が上がるようになりました。近

年では、厳しい意見や指摘に留まらず、

薬剤師や薬局の“不要論”までが飛び出

る始末。本当にこれまで進んできた道

のりは正しかったのでしょうか。これ

が目指した“医薬分業”の姿なのでしょ

うか。 

医師会や薬剤師会の歴史を辿ると、

薬剤師会という組織の歴史は“分業”確

立に向けた活動そのものだったことが

うかがわれます。 

明治 7（1874）年に政府が公布した「医制」により薬舗主（後の薬剤師）に調



 

 

 

剤（当時は調薬）権を賦与し、医薬分業が原則的に承認されました。その後、明

治 22（1889）年、薬剤師という名称と職能が「薬品営業並薬品取扱規則（法律

第 10 号）」により規定されました。しかし、“薬剤師が少なかった”こともあり、

医師の調剤を認める除外規定も盛り込まれていました。これに反発した薬剤師

たちは、4 年後の明治 26（1893）年、医師たちに先駆けて全国統一団体である

「日本薬剤師会」を創設。医師達も遅れは取ったものの、「大日本医師会」を設

立は大正 2（1913）年に設立し、“分業”を巡る政治闘争は激化していきました。 

「日本医師会通史」（日本医師会）に、医師の全国組織が発足した背景につい

て次のような一文があります。 

「（略）大きなきっかけには、薬剤師が医薬分業の実施を求めて、いち早く明

治 26 年に全国組織の日本薬剤師会をつくり、強制医薬分業を定める法案の提出

を働きかける政治運動を進めていたことがあった。この動きに刺激されて、対抗

のために組織づくりを急ごうという機運が、開業医の間に盛り上がった」 

当時の医療報酬体制などを背景に、いわば “くすりの争奪戦”が医師と薬剤師

との間で、激しく繰り広げられたことがうかがえます。 

その後、医師会の政治活動、団体としての勢いは増し、明治 39（1906）年に

は医師の身分法である「医師法」が

成立。一方の「薬剤師法」は大正 14

（1925）年に成立と大きく後れを

とったのでした。 

さて、改めて“医薬分業”が動き出

したのは太平洋戦争後、アメリカ

GHQ が日本を実質支配下に置い

た頃からといえます。昭和 26

（1951）年、いわゆる「医薬分業法」

が成立・公布されるものの、昭和 29

（1954）年には医師会が医薬分業

反対のデモ行進を断行。迎える薬剤

師会も「医薬分業貫徹全国薬剤師大

会」の開催、デモ行進と、両者一歩

も引かない状況が続きました。 

薬事日報第 10479 号（2008 年 1 月 21 日）掲載の寄稿「水野睦郎先生を偲ん



 

 

 

で～秋葉保次～」によれば、「昭和 30 年代頃から何度もあった白衣の分業デモ。

その先頭に常に彼がいて、国会にも乱入した。このことは、初七日の法要で菅沼

正二氏が当時の情景を彷彿とさせるように生き生き語ってくれた。それが青年

行動隊の活躍のスタートで、第２代の隊長も務めた」とあります。 

「彼」とは故水野睦郎氏であり、東大病院前に「水野調剤薬局」を開設し、先

駆的な薬局づくりに取り組み、薬剤師界に多くの“門下生”を排出してきた人物で

す。“分業”を牽引し、薬局・薬剤師のあるべき姿を追求しつつ、東京薬科大学の

理事長という重責を二度も担うなど、薬学教育にも注力され、薬のプロフェッシ

ョナルとしての薬剤師育成にも情熱を傾けました。 

水野氏は執筆活動にも熱心で、医薬分業の黎明期より「欧州の薬剤師と薬局」

（1970 年 8 月、薬業時報社）、「調剤実務必携―その基本と取組み方 」(1979 年

8 月、薬業時報社)、「薬のプロフェッション―高齢社会の要求―」（1989 年 11

月、薬事日報社）などの著作や、「薬事日報」への多くの寄稿等を介して薬局・

薬剤師の業務・職能のあるべき姿を発信してきました。4 分ノ 3 世紀という永き

にわたり薬剤師、薬局と伴に歩んできた「薬事日報」には、この“水野節・水野

理論”のほか、「上田の分業」の始祖といえる小林富治郎氏らを含め多くの偉人が

登場しています。 

“分業”が急進した「平成」の終焉に当たり、水野、小林氏らの小紙への連載記

事を復刻することとしました。薬剤師職能、薬局のあり方と将来への期待、ある

いは“黎明期”における不安や憂いをも交えた熱い思い、その錆びつくことのない

言霊を、分業バッシングの今だからこそ、貴方にお届けします。 

 


